





The Condition of British Chemical Workers in England in 19th century 
RVOKO HATTORI 
はじめに l イギリス近代化学工業の成立
本稿では，イギリスの総合化学会社 1C 1 (Imperi- 1 .化学伎術史





特iζJレプラン法アルカリ製造とアンモニア ・ソーダ法ア となる酸 ・アルカリ生産技術を導き出した。すなわち，
Jレカリ製造について検討する。乙れκよって，後に IC 産業革命による繊維の生産の地加は，織物仕上け1ζ必要





そこでまずフソレナー ・モンド社の倉IJ0:された19判紀後 まず繊維本来の色やよζれをおとすための諜白 ・仕上げ
半から20世紀初頒を中心とする時期の化学技術史と化学 加工が必要である。 17世紀まで織物仕上げ工程はイギリ
工業史をみていく。 次1:.同時期の主な化学工業製品で ス繊維産業のネックとなっていた。麻は 6ヶ月，綿で 6
ある般とアノレカリの製造においての生産方法と労働内界 迎聞から3ヶ月という長い所要時聞がかかったからであ
について考察する。そしてノレプラン法ソーダ製造とブル る。それは，天然アルカリや太陽光線にたよる筏術水準
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へ伝わった。 イギリスでの銃駿の工業的製造は， 1736 
年， J.ワードのベノレ状ガラス装置にはじまる。同装置
による製法は，16世紀後、ドから存在していたが，一固に
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ト・ ( 5) pp， 56 Warren 〔出所〕
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後の版lJlをみると.次第iζ窮状lζ追込まれていった。 l 湯がタイン川流域. 4工湯がスコットランド，伐りは令
C 1社成立凶前の1910年代lζは，アノレカリ生日Eはもはや {刊 に}~，.{t していた。同社の年生産高は.推定で統般70Ji
ユナイティド ・アノレカリ社の主要なものではなくなり. 卜ン.さらし粉15万トン，混(Saltdecomposed) 60万
いくつかのアルカリ工場の閉鎖が続き，最盛期の約下数 トン，苛性ソータ18万トン，ソーダ灰14万トン，結品ソ
の工場か禄働しているにすぎなかった。 ーダ14万トン，垂波書量ソーダ28万トンであり (1890)，ζ
ユナイティド・アルカリ社は1890千f.10月末iζ，40社の の他.銅 ・金 ・銀 ・リン酸肥料をつくる鏑鉱石10万ト
ルプラン法アルカリ工業の企業. 5社のJレプラン法部門 ン.少盈すつの各種化学:薬品が製造されていた。 Neil
をもっ企業，および3つの極鉱が協約を締結して創立さ Mathieson社以外は全てノレプラン法で製造していた。原
れた。 ζれらの企業は.251:士か7 ージィ川流域IC，9工 料の出は.同社のFleetwood地下海水聞なと 3ケ所の製
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モニア・ソーダ法との競争が最大のインパクトとなった だ企業合同が提案された。チャールズ ・テナント卿， K. 
といえる。ノレプラン法ソーダ工業の製造会社は.1880年 E. "<スプラット， ジョン ・ブルックら大企業6社が中
代までにア ンモニア ・ソ ーダ法企業特iζブJレナー ・モ ン 心となり，各企業へのはたらきかけがなされた。そのた
ド社との競争に困難を感じ企業合同κ救いを求めよう めさらし粉と荷性ソーダの価格か上昇し，その主な需要

















〔出所)Warren (5) pp.173 
図 B イギリスのアルカリ L場:1913年
者たちの中iζ反対の動きがtlてきた。タイムズ紙はアノレ ティド ・アルカリ社は抹出ド公開会社として合録された。
カリ企業一合同"~l邸E対し . rノレプラン法はアンモニア ・ タイムス紙の。命評. 1890年のベアリング恐慌などのため
/ー ダ法と比べ時代おくれの製法で役資に値しないもの 株式公募は全く不nJ能であった乙とから.吸収された各





物等か問題として指摘されるなか. 1890年1fJ.ユナイ ユナイ ティド ・アルカリ社の成立時に示された趣意占
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〔出所)Warren (5) pp.39 










































































を移していった。 1006年には，アノレカリ製品およひさら から長鉄鉱への転換などの点で改良がお ζなわれ.Jレプ
し粉以外fC. 硫~，酢酸. アセトス 二硫化炭素， シア ラン法の最盛期の1870-80if:代Kli.ほほ次のような工
ン化物，蛸酸.1Vlt黄などを生産していた。しかし，乙う 粍をもっていた。すなわち.(1)食犠と硫酸から疏酸ナト







































(11'.所)Warren (5) pp.42 








































































































































〔出所)Sherard (59) pp. 53 
図12 さらし粉のタルつめ労働
"I.AI); 1¥'・，JWGt;u. 
〔出所)Sherard (59) pp.50 
図13 権素ガスの犠牲者・







a 火床 b マッフル炉 c 鋳鉄鍋 d.e.f 煙道，







































Na2S04 + 2 C→ 2 Na2S +2 C02 ・..①
Na2S +CaC03→ NaC03 + CaS ....@ 










































(3) 黒灰浸出工程 反:1:1された液は，炭酸ソー ダ17-23%.苛性ソーダ3
(2)による黒灰を600CfC冷却したうえ，浸出槽で向流で -6%.硫化ナトリウム2-3%を含む。この液はコ一
連続して浸出したア} クスを充損した峰へ流されたうえ，沈澱糟』ζ1留められ.
2CaS + 2 H20 :; Ca(OH)2 + Ca(OH)2 そのうわずみ液が小舟型鍋で煮詰められた。乙うして
析l甘された炭駿ナトリウム結晶(Na2C03・H20)を鉄
Ca(OH)2+ Na2C03= CaC03+ 2NaOH 製のしゃくしですくいあげ，反射炉で椴焼しソ ータ灰と


























































































NaCl + NH4C03→ NaHC03 + NH4Cl 
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τnis paper attempted to inquire the condition of the British chemical workers in 19th century in order to clarify 
the circumstances of formation of labour policies in Burunner & Mond Co. Ltd. which is one of the former lmperial 
Chemical Industry PLC. 
First the history of chemical industry， mainly alkali and acid industry in 19th century England is examined consider. 
ing the history of chemical technology. Secondly， the production process and the working condition under Le Blanc 
Process which is major production process then Alkali industry is probed. Lastly the production process and the working 
condition under the ammonia soda process (Solvery process) which is more effective and safety than Le Blanc proces. 
The findings derived from this paper were as follows; th巴 19thchemical work especially und巴rthe Le Blanc process 
was hard and sweated， rnoreover， working condition was dangerous and unhealthy which was showed by the fact then 
chernical industry was major cause of envrionmental pollution. In case of ammonia soda process， the condition was 
better lhan that of Le Blanc process. That is why Brunner & Mond Co. Ltd. adapting ammonia soda process could 
achieve their progressive labor policy. 
(24) 
